
病院に連れて来られても病棟に入れないきょうだいさんに
遊んでもらう活動をしています。

来年は卯年。
皆さんが可愛く、飛躍できたらいいなぁ～
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ご協力いただける方、募集中です！



☆クリスマス工場☆
～スタッフ・ボランティアさん達とがんばりました～

お友だちに 『笑顔』 が届きますように！！

◆開催日時＆開催場所＆参加人数
①10月 2日(日) 午後１時～午後5時 協働ステーション中央 19名参加
②10月16日(日) 午後１時～午後5時 協働ステーション中央 24名参加
③11月 6日(日) 午後１時～午後5時 東京ボランティアセンター 27名参加
④11月20日(日) 午後１時～午後5時 協働ステーション中央 25名参加

新型コロナウィルス感染症が世界中で大流行して3年目。
病院内での対面活動は、現在も休止のままです。
今年も院内のレストランでの交流会も全て中止でした。
少しずつ感染対策にも慣れて、スタッフとボランティアでクリ
スマスカード作成を公的施設をお借りして実施しました。
いつものように感染対策を充分にとりながらの４日間でした。
のべ95名の参加があり、おかげさまで150枚を超えるすてき

なカードができました。
その中には、4回すべてに参加してくださった方
が5名もいらっしゃいました。
みなさまのご協力に感謝申し上げます。
今年は「スノーボールカード」に挑戦しました。
クリスマスシーズンになるとクリスタルボールの
中にキラキラの粉雪が漂うスノーボル。いつまでも
うっとりと眺めてしまいます。それをスタッフの斉藤さんがカードにしてくれました。

見本を見ながら準備を進め、たくさんのボランティアさん
とワイワイ・ガヤガヤ。カードにイラストを決めて、スチール
リングを貼り、キラキラの粉雪やビーズを入れて、プラ板
をのせます。おなじみのクイリングペーパーやパステル
アートの他に、今年はカラー筆ペンも使ってみました。

近所のお子さんから最近人気のキャラクターを聞いて、印刷してきてくださった方
や文房具屋さんを回ってかわいいマスキングテープやシールを購入してきてくだ
さった方もいました。入室するなり「初めてのカード作りで不安なんです。」と言って
いたのに、作品作りが始まると夢中になって素敵な作品を
作ってくださった方。「今日は、どんなカードにしようかな？」
とワクワクしながら参加してくださった方。
参加してくださった皆さんは、昨年お友達がカードを開けたと
きの感想を聞いて、長引くコロナ禍にあっても治療をがんばっ
ているお友達やきょうだいさん達に思いをはせながら、楽しく
丁寧にカードを作成していました。
一日も早い収束と活動再開とみんなの幸せを願っています。



活動をご理解・ご支援くださる企業や団体・個人のみなさまから
たくさんのご寄付やご協力をいただきありがとうございます。

◆クリフォードチャンス法律事務所さま(イギリス本社の皆さま)
頂いた活動資金は、待合室活動や交流会イベント活動の運営費として
活用させていただきます。

◆森のライフスタイル研究所さま
いつもカリンバを中継してくださってありがとうございます。

◆焼津おもちゃ美術館、楠慎也さま
テレイドスコープ(万華鏡)をいただきました。
さっそく小児科病棟のお友だちにプレゼントさせて頂きました。

◆難病のこども支援全国ネットワーク、荻須洋子さま
たくさんのビーズをいただきました。
クリスマスカード(スノードームカード）作りに利用させていただきました。

◆ソフトクリエイトホールディングス株式会社さま
頂いた活動資金は、待合室活動や交流会イベント活動の運営費として
活用させていただきます。

お知らせ 「クリスマス工場」に参加された皆さんの感想

公益財団法人日本対がん協会 がんサバイバー・クラブ主催
「がんサバイバー支援活動団体紹介」動画作成

8月27日(土)公益財団法人日本対がん協会にて
「活動団体紹介」動画作成をさせていただきました。
がんサバイバー・クラブの今年度の活動として、
「『全国のがん患者会・支援団体を紹介していこう！
いろんな人に知ってもらおう！』という情報発信
の企画」でした。

お声がけくださったがんサバイバー・クラブの濱島明美さんは、こどもの
ちからの活動を開始してからずっと私達を支えてくださっています。
とても素敵なチャンスでしたが、資料はパワーポイントを使って作成する
ということで、二の足を踏んでいました。濱島さんは優しく温かくご指導
くださり、企画の中心でもある横山さんも
私達が出来ないところを補足してください
ました。
がんサバイバークラブみなさま、
本当にありがとうございます。
https://www.gsclub.jp/cssa
「ｷｬﾝｻｰ ｻﾊﾞｲﾊﾞｰ ｻﾎﾟｰﾄ ｱﾗｲｱﾝｽ」
で見ることが出来ます。

このカードを受け取るお子さん達のことを思いながら作りました。
「愛をこめて！」作っている作業も楽しくて、幸せな気持ちになりました。
昨年受け取ったカードの感想を聞けて良かったです。毎年のカード作りは、とて
も楽しいです。病院の子ども達、ご家族は本当に日々がんばっていらっしゃる
ことでしょう。何か1つでも続けていきたいです。
病院でお世話になった娘とこうしてボランティアに
参加できてとても嬉しく有難いです。
カードを作るのはもちろん楽しかったですが、皆さんと
お話しするのもすごく貴重な経験で嬉しかったです。
去年はクイリング。 今年はスノードームと毎年進化
しながらも、手作りの良さがある素敵なカード作りに参加できて嬉しいです！
カードをもらう人の笑顔を想像しながら、楽しんで作成出来ました。
ドキドキしながら参加しましたが、とても楽しくカード作りが出来ました。
この楽しい気持ちが子ども達に伝わるようなカードになってると嬉しいです。
受け取ってくれる相手がどんな反応をしてくれるか想像しながらカードを作る
のはとても楽しかったです。
スノードームのアイディアがとても素敵だと思いました！
皆さんの和気あいあいとした温かい雰囲気も素敵でした・・・！

今年、クリスマス工場に２回参加させていただきました。
私自身も数年前にクリスマスカードを貰ったことがあり、
突然届いたクリスマスプレゼントを開けるワクワク感が
とても楽しく嬉しかったことを今でも覚えています。
私がクリスマスカードを作っているときは、「自分が欲し
い！」と思うくらいワクワクするカードを作っているので、

以前私へのカードを作ってくれた方もそんな気持ちで作ってくれていたのか
なと思うと、とっても嬉しい気持ちでいっぱいになります。
私は９年前１２歳の時に骨肉腫と診断され、がんセンター中央病院に入院して
いた頃に「こどものちから」に出会いました。入院した当時寂しかった病棟の
待合室がだんだん楽しく賑やかになっていったことがとても印象に残ってい
ます。
元気になった今、闘病中の私のようなこどもたちやきょう
だいさんたちに同じような嬉しさを自分で届けたいと思
うようになりました。
カードを受け取ったこどもたちにも私の嬉しい気持ちが
伝わっていたらいいな～と思います。

「もらう側」から「あげる側」へ 下村海音

https://www.gsclub.jp/cssa


こんなにもたくさんの絵本をご紹介いただきました！

～ 静岡県立こども病院医学図書室 塚田薫代さん ～ から

9年間18回の絵本紹介は41冊になりました。塚田さん、ありがとうございました。

「検温お願いします。」と入口で言われる昨今。ご自分の体温がどれくらいか、
日常的にわかるようになりました。１°下がれば30%免疫力が低下すると言わ
れる体温ですが、はたして体温はカラダのどこで作られているのでしょう？
うーん！と頑張って・・・体温は上げられませんね～。 今あなたが食べたもの、
それを60兆個の細胞が代謝してエネルギーに変え、熱産生しているのです。
その代謝にとても重要なものが「酵素」です。
洗濯に使うもの・・・？ ちょっと皆さんには聞き慣れないかもしれませんが、い
えいえ、消化酵素（唾液、胃液、膵液など)や代謝酵素といって、反応に必要な
体の成分で、一生のうち量には限りがあると言われています。疲れ、ストレス、
病気、添加物などがあっても消費され、余分に使われてしまうと、正常なエネ
ルギー代謝ができず低体温になります。
そこで、外から補う事も必要で、食物酵素を毎食取り入れる事が大切なのです。
現代はとかく忙しく半調理品、加工食品が大半ですが、食物酵素は生の野菜や
果物に多く含まれています。だるさや眠気がもし食後にあれば、それは酵素の
足りない証拠、とも言われます。
野生の動物は加熱した食品を食べません。酵素いっぱいの食事を
しているのです。上手に生の切りたて、おろしたての野菜や果物を
添えて、体の最大限の体温を維持していきましょう。

看護士の立場から提案 常藤文香

内部研修会

9月4日(日)協働ステーション中央にて、
「内部研修会」を実施しました。
新型コロナ感染症の流行により、病院内での
対面活動が休止となり3年目。昨年半年間出来
ていたオンラインによる病棟訪問も休止となり
9ヶ月。 なかなか再開の目処が立たない中、

「「こどものちから」がどうして出来たのか？」「目的や注意していること、活動して
いる中でどんなことが起きてきたのか？」 などをスタッフやボランティさんともう
一度確認して、今後に活かしていこうと研修会を行いました。
終了後は、ポリエステル製の折紙を使って「鶴の中の鶴」に挑戦しました。
いつもの折紙と違って堅さがあり、少し折りづらいのですが水に浮かべると優雅な
感じが素敵！！たくさん折って病棟のお友達にもお届けしました。
＜参加者からの感想＞
今までしっかり話を聞いたことがなかったので、
改めて勉強となりました。
「鶴の中の鶴」作りも楽しかったです。
子ども達がもらったら喜ぶし、小学校高学年なら作ることに
チャレンジしたいだろうなと思いました。
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